
（令和６年度）

国分寺市福祉部高齢福祉課

国分寺市高齢者保健福祉計画・第９期国分寺市介護保険事業計画

進捗状況評価報告書（案）

資料２



評価票は、「施策の方向」ごとに、「施策評価票」と「事業評価票」で構成されています。

１　施策評価票 ２　事業評価票

(１)進捗状況評価　（令和６年度・令和７年度） （１）達成状況（令和８年度）

各年度末までの進捗状況を評価します。次の３つから選択。 「施策の方向」の重点取組について、達成状況を記載します。

○ 目標達成に向けておおむね進行している。 次の３つから選択。

○ やや取組が遅れている。 A：目標を上回った。

○ 大幅に取組が遅れている。 目標値を100％以上達成しているもの。

B：おおむね達成した。

(２) 達成状況評価　（令和８年度） 目標値を80％以上100％未満達成しているもの。

第９期（３年）を経て目標を達成することができたかを評価します。次の４つから選択。 C：目標を下回った。

○ 目標以上に達成した。 目標値を80％以上達成できなかったもの。

○ おおむね達成した。

○ 目標を下回った。 （２）進捗状況（令和６年度・令和７年度）

○ 実施しなかった。 「施策の方向」の重点取組について、進捗状況を記載します。

（３）進捗状況/達成状況評価に関する説明 （３）取組状況

（１）・（２）の評価についての説明を記載します。 「施策の方向」の主な取組事業について、各年度末までの取組状況を記載します。

（４）検討委員会意見

施策評価票・事業評価票の評価について、国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険

事業計画評価等検討委員会の意見を記載します。

国分寺市高齢者保健福祉計画・第９期国分寺市介護保険事業計画　評価票
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進捗状況 件数 該当する施策の方向

おおむね目標どおり進行している。 10

【１－１】市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて／【１－２】市民の社会交流・参加のための多様
なきっかけづくりに向けて／【２－１】いつまでも健やかに過ごすために／【２－２】在宅生活をできるだけ
続けるために／【２－３】家族介護者、ケアに関わる人を支えるために／【３－１】認知症になっても安心
して暮らし続けるために／【３－２】暮らしの不安や悩みを解消するために／【３－３】介護保険制度を適
切に運営するために／【４－１】地域で活躍する人を育成するために／【４－２】地域の福祉、介護人材を
支えるために

やや取組が遅れている。 0

大幅に取組が遅れている。 0

国分寺市高齢者保健福祉計画・第９期国分寺市介護保険事業計画進捗状況評価総括表
【令和６年度】
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施策評価票 １－１

基本目標１ だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる 重点取組 生活支援・介護予防サービス体制整備の推進

施策の方向１ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、地域共生推進課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

生活支援・介護予防サービス整備推進会議を開催し、地域課題の抽出、解決に向
けての地域づくりを積極的に伴走支援した。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて

令和７年度

令和６年度～令和８年度
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事業評価票 １－１

基本目標１

施策の方向１

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

4

事業名

生活支援・介護予防
サービス体制整備の

推進

国分寺市及び地域の関係団体が参
加する生活支援・介護予防サービス
整備推進会議で、高齢者の生活支援
及び介護予防サービス体制整備の
推進に向け協議を行います。また、各
地域包括支援センターに配置した第
２層生活支援コーディネーターが地
域において活動できるように、協議体
開催の支援等を行います。

引き続き、アドバイザーを会長に置き、
２層生活支援コーディネーターが解決
できない事項を生活支援・介護サービ
ス整備推進会議にあげ、検討をし、担
い手不足への課題解決に向け、若い世
代との世代間交流を検討し、近隣の大
学との連携に向けて情報交換を継続し
ている。また２層生活支援コーディネー
ターについては、アドバイザーと伴走支
援を行い、戦略シートをツールとして地
域課題の抽出、解決に向けての地域づ
くりを積極的に伴走支援した。

担当課

高齢福祉課

進捗状況達成
状況

事業内容 令和８年度目標値

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて　（重点取組）

4

実績値
生活支援・介護
予防サービス
整備推進会議
の開催数（回）

指標
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１－１

基本目標１

施策の方向１

令和６年度 令和７年度 令和８年度

住民主体の支え合いに
よる支援

（サービスＢ）

新規でサービスＢ事業実施のために創
立したグループはなかった。既存の団
体がサービスＢ事業として継続実施し
ている。団体数の推移と利用者がいな
い状況も踏まえ、方向性について検討
していく必要がある。

高齢福祉課

老人クラブの支援

老人クラブに対して、補助金を交付し、
活動を継続的に支援した。
老人クラブの運営には、自主財源の確
保と組織率を高めることが必要なため、
市報での情報提供を行った。

高齢福祉課

介護支援ボランティア
の育成

６月から11月に実施した説明会では参
加者の合計57人中25人が、４月から７
月に実施した出張説明会では23人がそ
れぞれ介護支援ボランティアとして新規
に登録した。ボランティアの登録者の増
加に伴い活動回数も増え、高齢者の地
域活動の促進につながっている。

高齢福祉課

シルバー人材センター
の支援

シルバー人材センターに対し財政的支
援を引き続き行うとともに、市報や庁舎
内デジタルサイネージを活用した事業
広報の観点でも支援を行った。

地域共生推進課

敬老事業

100歳で訪問を希望する方への市長の
表敬訪問を２件実施した。また100歳以
上の方への記念品贈呈は郵送により
行った。
敬老会については、令和６年度より申し
込みなしの来場制とした。

高齢福祉課

事業名

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて　（主な取組事業）

担当課事業内容

高齢者を介護保険施設等で従事していただく介護支援ボランティアとして育成し、健康づくりや社会貢献など
の生きがいを創出し、介護予防を実現します。

取組状況

シルバー人材センターに対する財政的支援を行い、事業の促進を図ります。

敬老の日がある９月に、75歳以上の方の長寿を祝う敬老会、100歳の方及び最高齢の方への市長の表敬訪
問、100歳以上の方への敬老記念品の贈呈を行います。

（訪問型）ＮＰＯ法人・公益社団法人等の住民主体による家事等の生活支援を提供します。
（通所型）ＮＰＯ法人・公益社団法人等の住民主体による体操・運動等の活動や、サロン等を実施します。

地域活動や生きがい活動など様々な活動を通して、高齢者の健康で豊かな生活の実現を支援します。
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施策評価票 １－２

基本目標１ だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる 重点取組 市民フォーラムの開催

施策の方向２ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、社会教育課、地域共生推進課、公民館課、子
ども子育て支援課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

地域での見守りやつながりの大切さを学ぶ市民フォーラムを１回開催し、市民の社
会交流・参加の一助になった。
いずれの事業でも市民の社会交流、参加のためのきっかけづくりができたため、「目
標達成に向けておおむね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

市民の社会交流・参加のための多様なきっかけづくりに向けて

令和７年度
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事業評価票 １－２

基本目標１

施策の方向２

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

1

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

市民の社会交流・参加のための多様なきっかけづくりに向けて　（重点取組）

1

実績値

進捗状況
事業内容 指標 令和８年度目標値

達成
状況

地域の見守りと支援の大切さに
ついて、福祉整理の現場に従事
している整理コーディネーターを
講師に迎え、講師が見た事例を
踏まえて地域での見守りやつな
がりの大切さを学ぶことができ
た。35人の市民が参加し、アン
ケートからも、地域づくりの必要
性や互助活動について、とても
参考になったと好評であった。

担当課

高齢福祉課

事業名

市民フォーラムの開催

支え合いによる地域づくりの必要性
と、地域住民の互助活動を考える
きっかけづくりとして、市民フォーラム
を開催します。

市民フォーラム
の開催数（回）
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１－２

基本目標１

施策の方向２

令和６年度 令和７年度 令和８年度

地域生きがい交流事業

市内６か所の生きがいセンターで、１
年を３期に分けて24講座を実施し、
延べ12,550人が参加した。第３期の
最後には全センター合同の発表・展
示・交流会を行った。

高齢福祉課

生涯学習の推進

東京経済大学との共催の市民大学
講座は対面方式で全８回開催され、
延べ901人が参加した。また、特別科
目聴講では12人が受講した。
グループ・サークル情報は、令和６年
度55団体が登録している。

社会教育課

ひとり暮らし高齢者等地域交流会の
実施

調理飲食等も含めて実施。新型コロ
ナウイルス感染症の流行中のフレイ
ルにより継続参加者が減った会もあ
る一方で、新規の参加者が増えてい
る会も多く、また、感染防止等で参加
を控えていたが、参加の再開をした
方もおり、外出および交流の大切な
機会となっていると考えられる。

地域共生推進課

異世代交流事業

本多公民館：子どもと大人の交流・
体験ができる場として、６種目の事業
を開催し、参加者及び指導者が共に
学び合いながら、豊かな体験ができ
る活動を行った。参加者は延べ425
人だった。
並木公民館：まちなかの環～みんな
で作ろうミニまつり～　地域や公民館
で活動するグループなどが講師と
なって小学生と一緒にミニまつりを企
画する講座を全４回行った。小学生
の参加延べ人数は34人。

公民館課

高齢者ボランティアによる異世代交
流事業

児童館での高齢者ボランティアによ
る読み聞かせ、けん玉、おもちゃ病
院、バルーンアートなど、様々な行事
を通して利用者との交流ができた。
令和６年度ボランティア参加行事回
数は189回で、令和５年度の170回か
ら増加した。

子ども子育て支
援課

地域資源管理システムによる情報提
供

必要な方に適切な情報が行き届くよ
う効果的な提供方法について、検討
中であり、他課と連携をしながらシス
テムの運用方法についても検討して
いく。

高齢福祉課

取組状況
事業内容

児童館行事において、昔遊びや読み聞かせ等の企画に高齢者ボランティアを積極的に受け入れ、子どもと高
齢者の自然な交流を図ります。

担当課

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

地域で介護予防に取り組む団体や、高齢者の生活支援に関するサービス等の地域資源をシステム上で管理・
マップ化し、必要な方に適切な情報が行き届くよう効果的な提供方法を検討していきます。

事業名

生きがいを持って社会参加を続けられるように、生きがい創作、文化活動、介護予防、健康増進、交流、レクリ
エーションに関する事業を実施します。

高齢者を含めた生涯学習施策の推進を図ります。

社会福祉協議会では、ひとり暮らし高齢者のひきこもりを防ぎ、孤立することがないように、地域において交流
会を実施しています。また、歌・軽体操、異世代間の交流や警察署・消防署からの情報提供なども併せて行って
います。

市民の社会交流・参加のための多様なきっかけづくりに向けて　（主な取組事業）

公民館が中心になり、地域の方々（高齢者も含む）が指導者になり、世代を越えて交流・体験できる学びの場を
つくります。
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施策評価票 ２－１

基本目標２ 健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる 重点取組 介護予防普及啓発事業

施策の方向１ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、保険年金課、健康推進課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

介護予防講演会、介護予防教室等を開催し、介護予防活動の重要性を適切に周知
したが、参加人数は昨年度より減少している。一方で、集いの場の新規グループ
は、立ち上げ支援を行い新規４グループの立ち上げにつながり全体のグループ数が
増加した。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

いつまでも健やかに過ごすために

令和７年度
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事業評価票 ２－１

基本目標２

施策の方向１

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

1,098

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

いつまでも健やかに過ごすために　（重点取組）

1,200

実績値

介護予防に関するパンフレット配布
や介護予防講演会、介護予防教室、
転倒予防教室、出張講座等を開催
し、介護予防活動の重要性を周知し
ます。

介護予防事業
参加者数（人）

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値
達成
状況

高齢福祉課介護予防普及啓発事業

担当課
進捗状況

地域包括支援センターにて、各エリ
アの実情に応じた介護・転倒予防教
室を12回実施。参加人数計169人。
介護予防講演会（年１回）を開催し、
113人参加。同時に体力測定会も開
催し51人参加。講演と体験を合わせ
ることで広くフレイル予防について周
知した。
参加人数としては令和5年度参加人
数より減少している。今後は幅広い
世代への周知と工夫が必要である。
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２－１

基本目標２

施策の方向１

令和６年度 令和７年度 令和８年度

地域介護予防活動支援事業

介護予防推進員ミーティング、フォ
ローアップ講座、養成講座を実施。
介護予防推進員ミーティングでは日
頃の活動報告等を行い、介護予防
推進員が活動しやすい環境を整え
た。養成講座を実施し、新たに17人
が介護予防推進員として登録され
た。
集いの場はリハビリテーション専門
職の派遣を行いながら立ち上げ支援
と継続支援を行い既存グループのエ
ンパワメント、また４グループ新規立
ち上げにつながり、全体のグループ
数も36グループへ増加した。

高齢福祉課

高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実施

ポピュレーション・ハイリスクアプロー
チ共に、委託先と連携をしながら、健
康増進の働きかけを実施した。
ハイリスクアプローチとして健康状態
不明者に対し健診勧奨や実態把握
を実施した。

保険年金課
健康推進課
高齢福祉課

短期集中予防サービス（サービスＣ）

委託事業者による通所・訪問を合わ
せたプログラム（４クール制）を実施。
計8人参加。身体機能の向上や生活
範囲の拡大、継続した介護予防活動
に繋がるケース、介護保険に繋げる
ケース等あり、それぞれに必要な社
会資源の情報提供や支援に繋げ
た。

高齢福祉課

介護予防把握事業
サービスCの利用者数を増やすた
め、要支援１・２のサービス未利用者
を対象者とする方針を決定した。

高齢福祉課

地域リハビリテーション活動支援事
業

地域包括ケアシステム介護予防多
職種連携研究会を開催し、地域リハ
ビリ職と行政の連携について協議し
た。実際の集いの場立ち上げ・継続
支援にリハビリテーション専門職の
派遣（各グループ年1回）を行い、専
門的な助言にて、より有意義な活動
につながるよう支援し、またリハビリ
テーション専門職にとっても地域の
活動への理解を深める機会となっ
た。
合同筋トレを年3回実施し、介護予防
活動への動機付けや、実際に活動し
ている方に対しての継続支援となっ
た。

高齢福祉課

事業名

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

いつまでも健やかに過ごすために　（主な取組事業）

介護予防・重度化防止や疾病予防・重症化防止を目指し、高齢者の保健事業と介護予防事業を一体的に実施
します。

（訪問型）要支援１、２及び生活機能の低下が見られる方に、理学療法士、作業療法士等のリハビリ専門職、訪
問介護員による在宅での短期集中プログラムを実施します。
（通所型）要支援１、２及び生活機能の低下が見られる方に、リハビリ専門職等による機能改善短期集中プログ
ラムを実施します。

要支援１、２の介護サービス未利用者等を「集いの場」等の住民主体の介護予防活動へつなげます。

介護予防の取組を強化するため、地域で行う介護予防活動にリハビリ専門職などが参加します。

担当課
取組状況

事業内容

地域住民主体で行う介護予防活動の支援などを行います。
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施策評価票 ２－２

基本目標２ 健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる 重点取組 医療・介護多職種連携事業

施策の方向２ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、地域共生推進課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

医療介護連携部会を開催し、地域課題の共有と、在宅医療・介護連携相談窓口事
業の開設と役割の周知等を実施し、地域包括支援センターと保健医療機関の連携
に寄与したと考える。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

在宅生活をできるだけ続けるために

令和７年度
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事業評価票 ２－２

基本目標２

施策の方向２

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

1,937

２－２

基本目標２

施策の方向２

令和６年度 令和７年度 令和８年度

高齢者生活支援
ヘルパー事業

新規利用はなく、R5からの継続利用
が１人（骨折）であった。

高齢福祉課

高齢者寝具洗濯乾燥
消毒サービス事業

新規利用はないが、継続利用の方
（２人）に対してサービスを行った。

高齢福祉課

高齢者等訪問理容・
美容サービス事業

申請者数は299人、年間延べ利用回
数は587回であり、前年度と同水準
であった。

高齢福祉課

高齢者等紙おむつ等
支給事業

新規申請者187人、延べ受給者数
4,331人に対して、紙おむつ等の支
給を14,998袋行った。

高齢福祉課

医療・介護多職種連
携事業

医療と介護の多職種が一体的な
チームとなって高齢者及び介護者を
支援できるよう、地域包括支援セン
ターを軸とした相談対応やケアマネ
ジメント、研修会等を通じて多職種連
携を推進します。また、地域ケア会
議「医療・介護連携部会」を活用し、
在宅医療・介護連携に係る課題の抽
出・解決策等の協議・検討を行いま
す。

地域包括支援
センターが保健

医療機関と
「連絡・連携」し

た延べ件数
（回）

事業名

2,290

実績値

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

在宅生活をできるだけ続けるために　（主な取組事業）

事業内容

事業名 事業内容 指標
達成
状況

令和８年度目標値

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

在宅生活をできるだけ続けるために　（重点取組）

進捗状況
担当課

取組状況
担当課

医療介護連携部会を２回開催し
た。第１回は多職種連携研修の
テーマ検討と地域課題の共有。
第２回は在宅医療・介護連携相
談窓口事業の開設と役割の周知
等を実施した。
２月多職種連携研修（現任Ⅱ）は
「がん末期の方への支援」をテー
マに開催し、88人参加。
３月「ACP市民向け講演会」は42
人参加。

高齢福祉課

骨折等により短期間で回復が見込まれる方や、要支援・要介護認定更新時に非該当と認定された方に、期間
を決めて生活援助及び身体介護を行います。

居住環境により寝具の自然乾燥を行うことが困難な方に対し、寝具類の乾燥等を行います。

在宅の要介護３以上で、理容サービスが受けられない方に訪問理容・美容サービスを実施します。

在宅の要介護３以上で、常時おむつを使用する方へ、紙おむつ及び尿取りパッドを支給します。
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高齢者送迎サービス
事業

市の区域を送迎対象としない隣接
市の通所リハビリテーションサービ
ス等への送迎に利用されたが、事業
者の事業廃止により、利用者の代
替サービス等への移行が行われ
た。

高齢福祉課

高齢者自立支援
住宅改修給付事業

令和６年度は８件の申請があり、改
修の費用を給付した。今後も住宅の
改修が必要な高齢者に対し、事業を
継続していく。

高齢福祉課

24時間診療体制の推
進

国分寺市医師会が東京都補助事業
を活用して24時間診療体制に取り
組んでいる。

高齢福祉課

在宅医療・介護連携相
談窓口業務の充実

高齢化の進行により、医療と介護の
両方のニーズのある高齢者等の増
加を見据え、地域の保健医療にお
いて重要な役割を担う国分寺市医
師会へ事業を委託した。

高齢福祉課

福祉有償移送事業所
への支援

登録している１団体について、継続
して支援を行った。

地域共生推進課

高齢者の住環境を改善することにより、転倒の防止、安全な住環境の整備を図ります。

国分寺市医師会との連携を図り、往診を支援する事業者等や在宅医療に取り組むかかりつけ医との協力によ
り、24時間診療体制を推進するとともに、地域における在宅医療の推進強化を図ります。

地域の医療・介護関係者や地域包括支援センターからの在宅医療・介護連携に関する相談に対して適切に支
援し、関係機関とのさらなる連携強化を図ります。

高齢者・障害者等移動困難者の通院時等の移動手段を確保するため、ＮＰＯ法人等に対し、道路運送法に基
づく福祉有償運送団体登録事務等の支援を行います。

国分寺市の区域を送迎対象としない隣接市の介護保険通所リハビリテーションサービスの利用及び入退所の
際に送迎サービスを行います。
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施策評価票 ２－３

基本目標２ 健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる 重点取組 家族介護者交流会

施策の方向３ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

家族介護者交流会の延べ参加者数は、昨年度より増加し、家族介護者、ケアに関
わる人を支えることに寄与した。
その他の事業も実施できる体制が整っていたことから「目標達成に向けておおむね
進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

家族介護者、ケアに関わる人を支えるために

令和７年度
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事業評価票 ２－３

基本目標２

施策の方向３

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

141

２－３

基本目標２

施策の方向３

令和６年度 令和７年度 令和８年度

高齢者生活支援
ショートステイ事業

利用実績はなかったものの、実施で
きる体制は整っていた。

高齢福祉課

高齢者緊急ショート
ステイサービス事業

利用実績はなかったものの、実施で
きる体制は整っていた。

高齢福祉課

はいかい高齢者等家
族支援サービス事業

探索機は、携帯型で専用靴に装着
可能なものを提供している。また、対
象者のはいかいに起因する事故に
備えた保険を付帯している。令和６
年度末時点の利用者は21人だっ
た。

高齢福祉課

要支援・要介護認定を受けている方で、同居家族の疾病・事故などにより一時的に保護が必要な方に対し、国
分寺市指定の介護保険事業所への短期入所（ショートステイ）の利用を支援します。

はいかいのある認知症高齢者等を介護している家族に対し、位置探索機の貸与等を行い、早期に発見できる
体制を整え、安心して介護できる環境を整備します。

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値

家族介護者交流会

高齢者や介護に関わる家族を対象
に、介護に関する勉強会や介護者間
の交流を地域包括支援センターが行
います。

家族介護者交
流会延べ参加

者数（人）

担当課

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

家族介護者、ケアに関わる人を支えるために　（重点取組）

進捗状況達成
状況

担当課事業名 事業内容

要支援・要介護認定を受けていない方で介護者不在等により緊急性が高い場合に、短期入所（ショートステ
イ）の利用を支援します。

取組状況

高齢福祉課

147

実績値

健やかに、住み慣れた地域で暮らすことができる

地域包括支援センターが地域課
題を意識しながら、高齢者や介
護に関わる多世代の家族を対象
に、平日だけではなく土曜日も開
催し、介護に関する勉強会や介
護者間の交流の場を設け、家族
介護者を支えることに寄与した。
前年度より参加者が増えてい
る。

家族介護者、ケアに関わる人を支えるために　（主な取組事業）
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施策評価票 ３－１

基本目標３ だれもが安心して暮らすことができる 重点取組 認知症サポーター養成講座

施策の方向１ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

認知症について正しい知識をもつための認知症サポーター養成講座を、幅広い年
代に向けて開催し、昨年度から開催数・参加者数ともに大幅に増加した。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

認知症になっても安心して暮らし続けるために

令和７年度
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事業評価票 ３－１

基本目標３

施策の方向１

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

755

高齢福祉課
認知症サポーター養

成講座

認知症について正しい知識をもち、
認知症の人や家族を温かく見守る応
援者である、認知症サポーターを養
成する講座を実施します。

認知症サポー
ター養成講座
参加者数（人）

各地域包括支援センター主催の
講座と、小中学校、企業・団体か
らの依頼を受けた講座を合わせ
て24回実施した。認知症サポー
ターの養成を通じ、安心して暮ら
せる地域づくりに貢献している。

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値
達成
状況

だれもが安心して暮らすことができる

認知症になっても安心して暮らし続けるために　（重点取組）

進捗状況
担当課

710

実績値
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３－１

基本目標３

施策の方向１

事業名

令和６年度 令和７年度 令和８年度

認知症の人を支える
家族の会の開催支援

懇談会の開催支援と、認知症月間
における活動紹介の展示等の支援
を実施した。

高齢福祉課

認知症カフェ
市内２か所の認知症カフェ（委託型）
において、年間計46回開催した。

高齢福祉課

チームオレンジの構築

認知症地域支援推進員連絡会にお
いて、チームオレンジの協議を行
い、チームオレンジの３つの基本を
踏まえた活動を把握した。

高齢福祉課

認知症普及啓発講演
会の開催

認知症月間（９月）に会場とオンライ
ンのハイブリッドにより開催した。

高齢福祉課

認知症初期集中支援
推進事業

認知症初期集中支援チーム事業の
利用には至らなかったが、各地域包
括支援センターの認知症地域支援
推進員が中心となり相談・支援を
行った。

高齢福祉課

認知症キャラバン・
メイト養成講座

東京都主催の講座に受講者４人を
推薦した。国分寺市主催の養成講
座は令和７年度実施を予定してい
る。

高齢福祉課

認知症サポーター
ステップアップ講座

各地域包括支援センターが認知症
サポーターステップアップ講座を開
催した。地域の認知症サポーターの
活動紹介やチームオレンジの周知
を実施した。

高齢福祉課

認知症サポーター
フォローアップ講座

認知症月間（９月）に、認知症サ
ポーターを対象とした講義とグルー
プワークを実施した。

高齢福祉課

家族の負担軽減や交流のための家族会が行う懇談会の開催支援のほか、講演会などを共催します。

認知症になっても安心して暮らし続けるために　（主な取組事業）

医療と介護の専門職がチームとなり、認知症の疑いのある方等の自宅に訪問し、本人や家族の相談に応じ、
必要な支援を行います。

認知症サポーター養成講座の講師となるキャラバン・メイトの養成講座について、東京都主催の講座に受講者
を推薦するほか、国分寺市主催の講座を開催します。

認知症サポーターステップアップ講座を実施し、地域で活躍する人材育成を図ります。

認知症の理解をさらに深める認知症サポーターフォローアップ講座を実施し、普及啓発を図ります。

担当課
取組状況

事業内容

認知症の方やその家族、地域の方が気楽に集まり、認知症や介護に関することなどの相談・情報交換ができ
る場を提供します。

認知症の方やその家族のニーズと認知症サポーターを中心とした支援をつなぐ仕組みであるチームオレンジ
を構築します。

認知症になっても安心して暮らせる国分寺を目指して、市民に認知症について正しい知識を普及啓発するた
めの講演会を実施します。

だれもが安心して暮らすことができる
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施策評価票 ３－２

基本目標３ だれもが安心して暮らすことができる 重点取組 総合相談支援事業

施策の方向２ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、地域共生推進課、防災安全課、経済課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

地域包括支援センターにおいて、高齢者やその家族等支援を必要とする方からの
様々な相談に対して適切に対応し、不安や悩みの解消に努めた。その他の事業に
ついても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむね進行してい
る。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

暮らしの不安や悩みを解消するために

令和７年度
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事業評価票 ３－２

基本目標３

施策の方向２

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

27,521

高齢福祉課総合相談支援事業

地域包括支援センターにおいて、高
齢者やその家族等支援を必要とする
方からの様々な相談に対して、情報
提供や各種サービスの調整等を行
います。

総合相談受付
件数（件）

地域包括支援センターに入る相
談は、年々複雑・複合化してお
り、支援が長期化し、対応に苦
慮するケースが増えている。前
年度に比べて相談件数はやや
減少したが、市の基幹的機能も
発揮して、対応することができ
た。

だれもが安心して暮らすことができる

暮らしの不安や悩みを解消するために　（重点取組）

32,000

実績値

担当課
進捗状況

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値
達成
状況
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３－２

基本目標３

施策の方向２

令和６年度 令和７年度 令和８年度

介護サービス相談員
派遣等事業

訪問対象施設と調整の上、新たに２
施設を加えた16施設の訪問を実施
した。令和７年３月末時点での介護
サービス相談員数は15人、令和６年
度の介護施設への訪問回数は161
回となった。訪問により利用者の権
利擁護、介護サービスの質の向上
に貢献している。

高齢福祉課

関係団体・民生委員等
との連携強化

高齢福祉課主催の市民フォーラム
やACP普及啓発講演会等は、民生
委員及び関係団体へも周知し参加
の依頼をしている。また民生委員連
絡会の実施により、市、地域包括支
援センターと民生委員が顔が見える
関係の構築に努めた。

高齢福祉課

高齢者救急通報
システム等事業

11件の利用があった。新規利用は
なく、死亡（４件）、ホーム入所・家族
同居により計６件の辞退があった。

高齢福祉課

避難行動要支援者
登録制度

名簿登載要件該当者の自動登録及
び半年ごとの更新を行い、名簿につ
いて最新の状態を維持した。また、
安否確認訓練の実施に当たり市報
掲載を行い、当該制度の周知に努
めた。

地域共生推進課

行方不明者通報時の
情報発信

市民からの依頼に基づき配信してお
り、令和６年度は３件の依頼があっ
た。早期発見のために有効なツール
の一つになっている。生活安全・安
心メールの登録者は令和６年度末
時点で22,788人となっている。

高齢福祉課
防災安全課

高齢者見守りサービス
等の導入助成

令和６年度の実績は0件であった
が、自治会・町内会に対し、チラシの
配布で広報活動を行った。

高齢福祉課

高齢者住宅確保事業

入居者の高齢化等による退去や対
象入居者が限定的である等の課題
もあるが、他課と連携を図りながら
緊急に住居がない高齢者のセーフ
ティネットの役割を果たしている。

高齢福祉課

施設介護サービス等の場を訪問し、利用者の日常的な不安や疑問等の相談に応じ、介護保険サービスの円
滑な提供と質的向上を図ります。

高齢者やその家族等支援を必要とする方からの様々な相談に対して、庁内の関係部署や関係機関との円滑
な連携により、市民サービスの向上に努めます。また、地域で活動する民生委員やボランティア等との連携を
強化します。

見守りサービス（水道、照明器具、家電等が一定時間使用されなかった場合等に、登録された連絡先に通報
する民間型サービス）の導入費用の一部を助成します。

行方不明者の早期発見のために、生活安全・安心メールを活用し情報発信を行います。

大地震などの災害発生時に、自力で避難することが困難な方の避難支援等を迅速・的確に行うことを目的に
名簿を作成します。

事業名 担当課

高齢者の居住の安定と社会福祉の増進を目指し、市が借り上げた住居の提供、東京都宅地建物取引業協会
へのあっせん、保証人がいない方への公的保証等を行います。

暮らしの不安や悩みを解消するために　（主な取組事業）

取組状況
事業内容

ひとり暮らし又は高齢者のみの世帯等へ東京消防庁等に自動通報する機器を設置します。

だれもが安心して暮らすことができる
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高齢者運転免許
自主返納支援事業

ぶんPassの新規支給件数は、前年
度比76件の増加で318件であった。
民間バス料金の値上げを背景に申
請件数は増加している。高齢者の自
動車運転事故の未然防止、社会参
加の支援に貢献している。

高齢福祉課

高齢者虐待防止
ネットワーク

代表者会議と実務者会議を各１回
開催し、日々の連携に生かした。虐
待ケースの対応については、疑われ
るケースも含めて必要な機関との連
携、支援を継続している。

高齢福祉課

消費者被害等防止講
座の実施

市内を東西に分けて１回ずつ開催し
た悪質商法撃退キャラバンの他、地
域包括支援センター独自の消費者
被害防止講座の開催、さらに地域包
括支援センター主催の各種講座開
催時にも消費者被害防止について
周知啓発を行い、消費者トラブルの
未然防止に向けた注意喚起と啓発
を進めている。

経済課
高齢福祉課

高齢者成年後見制度
利用支援事業

市長申立てに関する相談は増えて
おり、令和６年度の市長申立ては５
件実施。令和７年度に向け、申立て
費用の助成を新規創設し、報酬助
成に関する利用条件の緩和につい
て規則改正を行った。

高齢福祉課

虐待防止に関する研
修等の実施

権利擁護支援団体職員を講師に招
き、「在宅における身体拘束の廃止
に向けた取組について～内鍵・外鍵
への対応～」をテーマに虐待対応研
修を１回実施した。また、虐待対応
マニュアルについて、在宅の介護保
険事業所に勉強会を開催した。

高齢福祉課

高齢者等見守り協定

見守り協定事業者（24者）による見
守りを行った。協定事業者から市に
連絡があった際は、地域包括支援
センター等が必要な支援及び対応
を行える体制を整えている。

高齢福祉課

高齢者本人と養護者に対して適切な支援や継続的な見守りを行い、虐待の未然防止・早期発見のため、地域
における様々な関係者のネットワーク強化を図ります。

高齢者を狙う悪質商法や、消費者被害等を未然に防止するために地域住民を対象とした講座を実施します。

判断能力の低下により、自ら財産管理を行ったり、日常生活を営むことが困難な方やその親族への制度利用
支援を行います。

地域住民や介護サービス事業者等の関係者が高齢者虐待に対する理解を深めることで、虐待の未然防止・
早期発見に努められるよう、研修等を実施します。

事業者と協定を締結して高齢者等の見守りを行うことで、地域住民の福祉の向上を図ります。

高齢者の自動車運転事故の未然防止、社会参加の支援のため、65歳以上で運転免許の自主返納をした方に
対し、ぶんバスの無料乗車許可証（ぶんＰａｓｓ）を支給します。
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施策評価票 ３－３

基本目標３ だれもが安心して暮らすことができる 重点取組 介護保険運営協議会の設置

施策の方向３ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、地域共生推進課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

介護保険制度の円滑・適切な運営のため、介護保険運営協議会にて協議を行っ
た。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

介護保険制度を適切に運営するために

令和７年度
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事業評価票 ３－３

基本目標３

施策の方向３

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

4

だれもが安心して暮らすことができる

介護保険制度を適切に運営するために　（重点取組）

6

実績値
介護保険制度の円滑・適切な運営の
ため、運営全般に関して必要な検討
を行う介護保険運営協議会を設置し
ます。

介護保険運営
協議会の開催

回数（回）

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値
達成
状況

介護保険運営協議
会の設置

担当課

高齢福祉課

進捗状況

第９期介護保険事業計画の１年
目にあたることから、介護保険運
営協議会では、協議を４回行い、
円滑・適切な制度運営に関して
必要な検討を行った。
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３－３

基本目標３

施策の方向３

令和６年度 令和７年度 令和８年度

要介護認定の適正化

調査票の特記事項の記載方法の統
一、認定審査会前の調査票確認時
に指導を行い、認定調査員との情報
共有を図った。昨年度に引続き開催
した介護認定審査会委員全体会に
て、情報共有及び模擬審査会を通し
て審査判定の平準化を図った。

高齢福祉課

ケアプラン等の点検

東京都国民健康保険団体連合会か
ら提供される給付実績等の情報を
活用し、ケアマネジャーと保険者が
共にケアプランの確認を行い、自立
支援に資するケアマネジメントに向
けた意識の共有化を図った。また、
支給申請書等の確認及び点検を通
じて、適切な住宅改修等の給付を
図った。

高齢福祉課

医療情報との突合・
縦覧点検

東京都国民健康保険団体連合会の
介護給付適正化関連システム研修
会の受講等により点検ノウハウを高
め、点検効率を高めながら定期的に
実施した。

高齢福祉課

事業者指導・育成

実地指導は、市が指定権限を有す
る事業所を対象に実施した。集団指
導は、市が指定権限を有する全て
のサービスを対象に実施した。今後
も法令等改正に柔軟に対応しつつ、
適切かつ効果的に指導を実施して
いく。

地域共生推進課

第三者評価の受審の
促進

該当する市内事業者に対し、受審案
内及び国分寺市福祉サービス第三
者評価受審費補助金の活用の意向
調査を行った。また、第三者評価の
受審により、利用者のニーズ把握や
事業者周知に役立つ評価結果の取
得など、事業者のメリットも打ちだし
ながら、受審促進を図った。

地域共生推進課
高齢福祉課

苦情受付窓口の設置

利用者等のサービスに対する意見
を聞き、東京都国民健康保険団体
連合会に報告を行うことで、利用者
の権利擁護、サービスの質の維持・
向上等を図った。

高齢福祉課

介護サービスの質を確保するため、集団指導、実地指導により、市内介護保険事業所の指導・育成を図ります。

介護サービス提供事業者が第三者の評価を受けて介護サービスの質の向上に努めることにより、利用者は安心して介護サービスを
受けることができるようになります。また、客観的な評価情報が公開されることで、利用者が容易に介護サービスを選択できるよう、第
三者評価の受審をはたらきかけます。

利用者等が介護サービスに対する意見を言い、介護サービス利用者の意見を反映できる仕組みを活用することにより、権利擁護、介
護サービスの質の維持・向上等を図ります。

事業内容

全国一律の基準に基づいて要介護認定の適正化を図ります。

だれもが安心して暮らすことができる

介護保険制度を適切に運営するために　（主な取組事業）

事業名 担当課

ケアマネジャーと保険者が共にケアプランの確認を行うことにより、自立支援に資するケアマネジメントの質の向上を目指します。ま
た、受給者の実態にそぐわない不適切又は不要な住宅改修等が行われていないかを点検し、適切な住宅改修等の給付がなされて
いるか確認します。

報酬請求が誤っている可能性の高い介護保険事業所に対して確認等を行い、適正な報酬請求を促します。

取組状況
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施策評価票 ４－１

基本目標４ 高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる 重点取組 資格取得に向けた支援

施策の方向１ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、学校指導課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

介護未経験者研修費用補助金交付人数、担い手養成研修受講人数が増加し、地
域で活躍する介護人材の確保、育成が進んだと考えられる。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

地域で活躍する人を育成するために

令和７年度
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事業評価票 ４－１

基本目標４

施策の方向１

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

事業名 事業内容 指標
達成
状況

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

7

４－１

基本目標４

施策の方向１

令和６年度 令和７年度 令和８年度

担い手養成研修

より多くの方に参加してもらえるよう
介護予防推進員と同時に共通研修
を行った。また、介護予防・生活支
援サービス事業の担い手や地域活
動に取り組む事をイメージしやすい
よう、実例を取り入れた講義の内容
とし、計26人が参加し、訪問介護へ
就労を目的とした専門研修を受講し
た者は11人であり、例年より多かっ
た。

高齢福祉課

介護・福祉の魅力発信

市内でのイベントにおいて、市民に
対して福祉の仕事に関するＰＲの実
施を検討している。また、都の実施
する介護・福祉の仕事のＰＲ事業の
周知に協力し、チラシ等の配架を実
施した。

高齢福祉課

職場体験機会の提供

市内の介護職に係る事業所に、職
場体験の受入れ先を募集し、13事
業者から応募があった。
市立中学校５校の１、２年生を対象
に、市内各事業所で中学生47人に
職場体験機会を提供した。

高齢福祉課
学校指導課

基礎研修・専門研修・現任研修を行い、介護予防・生活支援サービス事業の担い手や地域活動に取り組む人
材の確保・育成を行います。

様々な手法を通して、幅広い世代に介護・福祉の仕事の魅力を発信します。

市内の公立中学生を対象に、介護職の職場体験を実施します。

事業名 事業内容

資格取得に向けた支
援

介護未経験者研修費用補助金交付
事業を実施し、介護未経験者等が、
資格取得によって市内事業所で安心
して継続的に働けるよう、介護人材
確保施策を推進します。

介護未経験者
研修費用補助
金申請件数

（件）

高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる

高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる

地域で活躍する人を育成するために　（重点取組）

令和８年度目標値

8

実績値

地域で活躍する人を育成するために　（主な取組事業）

担当課

担当課

進捗状況

取組状況

介護職員初任者研修を修了し、
市内事業所等に就業した方に対
して、研修費用の補助を実施し
た。対象者７人に補助金を交付
し、市内の介護事業所に勤務す
る人材確保につながった。

高齢福祉課
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施策評価票 ４－２

基本目標４ 高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる 重点取組 介護支援専門員等研修費用助成事業

施策の方向２ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課

令和６年度

進捗状況評価 目標達成に向けておおむね進行している。

進捗状況評価に
関する説明

介護支援専門員等研修費用助成事業を開始し、介護支援専門員の経済的負担を
軽減するための体制を整えた。
その他の事業についても適切に実施されていることから「目標達成に向けておおむ
ね進行している。」と評価する。

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

令和６年度～令和８年度

地域の福祉、介護人材を支えるために

令和７年度
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事業評価票 ４－２

基本目標４

施策の方向２

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

72

介護支援専門員等
研修費用助成事業

介護支援専門員の人材確保策とし
て、市内居宅介護支援事業所等に
勤務する介護支援専門員の資格更
新等に係る研修受講費用等を助成
し、介護支援専門員の経済的負担を
軽減するとともに、市内事業所にお
ける人材確保及び育成を支援しま
す。

居宅介護支援
事業所介護支
援専門員数

（人）

高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる

地域の福祉、介護人材を支えるために　（重点取組）

80

実績値

進捗状況
指標 令和８年度目標値

達成
状況

担当課事業名 事業内容

高齢福祉課

令和６年度に事業を開始し、19
事業所から申請があり、30件の
介護支援専門員法定研修受講
費用を助成したことにより市内事
業所に勤務する介護支援専門員
の負担軽減につながった。
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４－２

基本目標４

施策の方向２

令和6年度 令和7年度 令和8年度

ケアマネジャーへの
支援

家族関係の複雑さや複合的な課題
を抱える世帯の増加に伴い、ケアマ
ネジャーからの相談は増えている。
ケアマネジャーを支援する役割をも
つ地域包括支援センターもケアマネ
ジャーへの助言や同行等に丁寧に
取り組むほか、ケアマネジャーから
の相談対応を積み上げ、業務に活
用できるようQ＆Aを作成し配布した
り、来所時の声掛けで意識的に関わ
るなど関係構築のため工夫してい
る。

高齢福祉課

教育・研修の充実

関係機関からの必要な情報は、速
やかに提供し、ケアマネジャー向け
の研修については、オンラインを活
用したハイブリッド形式で新任研修２
回、対面式の現任研修も４回開催し
た。

高齢福祉課

市内介護従事者の
就労支援の検討

市内事業者との情報共有ツール「ケ
ア倶楽部」の利用や、メール等によ
り、研修のお知らせや東京都の施策
等の情報提供に努めた。

高齢福祉課

事務負担軽減に向け
た支援の検討

指定申請等の行政手続のオンライ
ン化を導入した。

高齢福祉課

国分寺市介護保険事
業者各種連絡会開催

支援

事務局としての役割を担い、各種事
業者連絡会の開催を支援した。

高齢福祉課

地域の福祉、介護人材を支えるために　（主な取組事業）

市民に向けた質の高い介護サービスが提供されることを図るため、ケアマネジャー連絡会、サービス提供責任
者連絡会、通所事業者連絡会、訪問看護事業者連絡会の開催支援を行います。

担当課事業名

ケアマネジメントの向上、ケアマネジャーが抱える複合的な課題等への対応について、地域包括支援センター
が助言や個別支援を実施します。

介護保険事業所、ケアマネジャー、介護職員等への必要な情報提供や研修等を行います。

市内介護保険事業所職員が安心して就労できる環境を整える方策を検討します。

介護分野の文書に係る事務負担軽減に向けて国が示す簡素化・標準化の方針に基づき、介護保険事業所の
事務負担軽減に向け、対応します。

取組状況
事業内容

高齢者を支える人材が育成され、地域で安定して活躍し続けることができる
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